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企業の自動化と企業システムにおける永続性の確立は、事業における高い利益性の永続を

企業サイクルの形成において実現できるものである。 

 

これらが CSR、サーキュラーエコノミー、ゼロエミッションなどの基準とともに企業経営

の確立を実現することは、企業が永続における必要性をクリアし、その系絵の確立を実現で

きるものである。 

 

ただ企業製品は、その技術進歩とともにそのシステム技術を新たに要求される。しかし開発

企画におけるマニュアルの形成は、同じシステムにおける永続する開発企画環境の育成を

実現できるものである。 

 

これらは企業マネージメントシステムと無駄を排除した企業のシステムの構築など、最な

合理化を DX 化とともに実現することで、企業システムの構築を実現できるのである。 

 

これらはビックデータの自動解析とともに、マーケティング戦略や経営判断、生産管理を求

めることができるのである。 

 

これらは時代性における新たな企業システムと基準であり、新たな企業サイクルの育成に

おいて、その必要性を最大限効率化して、企業の永続する利益構築を実現できるのである。 

 

これらがシステム化における完成と無駄の排除における最な合理化であることは理解され

るべきである。 

 

また、DX 化における機能性の向上は、企業が高い創造性の確立をマニュアル化した開発シ

ステムにおいて模索できるのである。 

 

これらが最も優れた利益性の確立を得る企業経営環境の優位性を与えるものであり、グロ

ーバルスタンダードという現実に対しても安易な企業の参加を得るものである。 

 

グローバルスタンダードは、先端性と最な優位性を得る基準なのである。 


